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筆
者
が
勤
務
す
る
東
京
工
業
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
教

育
院
は
、
文
部
科
学
省
の
支
援
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ

ル
な
原
子
力
危
機
の
分
野
に
お
い
て
、
国
際
的
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
修
士
・
博
士
課
程
一
貫
の
学
位
取
得
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

高
い
志
を
持
っ
て
、
人
々
、

社
会
、
お
よ
び
世
界
の
た

め
に
貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育

目
標
と
し
て
い
る
。
学
生

は
全
寮
制
の
「
世
界
原
子

力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

道
場
」
に
入
門
し
、
一
部

の
教
員
も
学
生
と
と
も
に

住
み
、
学
生
が
互
い
に
切

磋
琢
磨
す
る
教
育
環
境
を

整
え
て
い
る
。
こ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
学
生
が

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を
自

主
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　

寮
と
し
て
い
る
東
京
国

際
交
流
館
に
住
む
海
外
か

ら
の
留
学
生
や
研
究
者
、

ま
た
そ
の
家
族
を
対
象

と
し
て
、
原
子
力
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講

演
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
原
子
力
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
参
加
者
間
の
交
流

を
進
め
る
こ
と
が
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の
目
的
で
あ

る
。
二
〇
一
六
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
サ
イ
エ
ン
ス

カ
フ
ェ
は
、「
放
射
線
と
は
何
か
？
放
射
線
を
見
て

み
よ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
座
学
だ
け
で
な
く
、

参
加
者
が
み
ず
か
ら
実
験
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

放
射
線
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。
東
工
大
の
学

生
九
名
と
教
職
員
五
名
を
含
め
、
一
二
出
身
国
か

ら
計
三
三
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
最
初
に
東
工
大
の

松
本
准
教
授
よ
り
放
射
線
に
関
す
る
講
演
の
の
ち
、

放
射
線
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
簡
単
な
霧

箱
実
験
キ
ッ
ト
を
使
い
、
参
加
者
一
人
一
人
が
実
際

に
放
射
線
を
目
で
見
る
実
験
を
行
っ
た
。
普
通
の

講
演
会
と
は
違
い
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
菓
子
を

つ
ま
み
な
が
ら
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、

放
射
線
の
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
終
了
後
の
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
と
て
も
よ
か
っ

た
、
ま
た
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
開
催
し

た
学
生
達
も
、
日
ご
ろ
理
解
し

て
い
る
つ
も
り
の
放
射
線
で
も
、

全
く
知
ら
な
い
人
に
伝
え
る
こ

と
の
難
し
さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
学
び
、
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。（
本
文
、
写
真
と
も
写

真
中
に
記
載
の
ｕ
ｒ
ｌ
よ
り
）

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と

京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
の
テ

ニ
ス
事
情
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
。
先
月
号
ま
で
ウ
ィ
ー
ン

の
サ
ッ
カ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
ス

キ
ー
を
紹
介
し
た
が
、
ウ
ィ
ー

ン
市
民
は
一
般
に
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
あ
る
。
テ
ニ
ス

も
冬
場
以
外
は
ド
ナ
ウ
公
園
の
無
料
コ
ー
ト
や
有

料
の
ク
ラ
ブ
コ
ー
ト
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
土
日
は

も
と
よ
り
平
日
の
夕
方
も
盛
ん
に
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん

で
い
る
。
室
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
冬
場
で
さ
え
外
で
は
雪
が
降
っ
て
い
て
も
、
暖

房
で
ポ
カ
ポ
カ
し
た
所
で
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
人
が
少

な
く
な
い
。
国
立
オ
ペ
ラ
座
の
音
楽
監
督
を
務
め

て
お
ら
れ
た
指
揮
者
の
小
澤
征
爾
さ
ん
も
テ
ニ
ス

が
お
好
き
で
、
日
本
大
使
館
の
グ
ル
ー
プ
と
一
緒

に
良
く
プ
レ
ー
を
し
て
お
ら
れ
た
の
は
地
元
の
日

本
人
の
間
で
は
有
名
な
話
で
あ
る
。

　

一
方
京
都
で
は
、
御
所
や
西
院
公
園
を
初
め
と

し
て
、
一
般
向
け
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
な
ど
が
や
は
り
数
多
く
あ
る
。
日
本
テ
ニ
ス
協

会
に
よ
る
平
成
二
四
年
度
テ
ニ
ス
環
境
等
実
態
調

査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
各
都
道
府
県
の
十
才
以
上

の
人
口
に
占
め
る
テ
ニ
ス
人
口
の
割
合
で
あ
る
テ

ニ
ス
実
施
率
は
、六
・一
％
の
東
京
、神
奈
川
、兵
庫
、

千
葉
に
つ
い
で
、
京
都
府
は
愛
知
と
並
び
四
・
九
％

で
第
五
位
で
あ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
六
十
才
以

上
の
テ
ニ
ス
人
口
が
こ
の
十
年
位
で
全
国
的
に
急

増
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
御
所
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
前
を
何
度
か
通
っ
た
時
の
印
象
に
ま
さ

に
合
致
し
て
い
る
。
京
都
は
昔
ほ
ど
雪
が
降
ら
な

い
の
で
、
冬
で
も
十
分
テ
ニ
ス
が
楽
し
め
る
。
両

市
で
は
、
老
若
男
女
が
一
年
中
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん

で
い
る
の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者
は
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
時
、

日
本
人
の
テ
ニ
ス
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
、
土
曜
の

午
後
に
冬
場
も
含
め
て
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
だ
。
京

都
で
は
、
学
生

時
代
に
高
校
の

テ
ニ
ス
部
員
だ
っ

た
同
級
生
に
初

め
て
硬
式
テ
ニ
ス

を
教
え
て
も
ら
っ

た
。
お
か
げ
で

研
究
所
時
代
も

し
ば
し
ば
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
両
市

の
テ
ニ
ス
事
情
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、
ド
ナ
ウ
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
写
真
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

前
京
都
大
学
教
授

　
　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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